
●講義の概要
　個別産業の実態を分析するための理論的・概念的分析枠組
を概説するとともに、特定の関心や着眼点に基づく研究上の
課題を研究するための分析手順、分析手法、先行研究レビュー
の仕方等を概説する。

●講義の到達目標
　産業の形成と成長・成熟・衰退という歴史的経緯を踏まえて、
産業としての機能、特徴、課題を分析するための理論的・概
念的基礎能力を修得する。具体的に言えば、最初に、個別産
業の実態の把握・分析に関わる代表的指標や分析手法を系統
的に理解する。次に、自分が関心をもった産業に関する一般
的な分析手法を習得する。

●講義計画
第 1 回　産業研究の目的と方法
第 2 回　グローバル型産業と地域固有型産業
第 3 回　イノベーション：基礎編
第 4 回　イノベーション：応用編
第 5 回　研究開発
第 6 回　知的財産権
第 7 回　完成品と中間財の関係
第 8 回　生産プロセス、供給システムと企業間関係
第 9 回　サービス産業の分析
第10回　サービスをめぐる競争
第11回　小売販売形態の変化と産業組織
第12回　伝統的産業と新興産業
第13回　産業競争力と企業の競争優位性
第14回　産業研究と実態分析
第15回　産業研究と企業研究の要諦

●成績評価基準と方法
　平常点50％、期末レポート50％
　評価方法として、平常点とは、講義内容に対する質問や意
見を出すこと。期末レポート（小論文）では、自分が検討す
るテーマや検討対象とする課題の明示、論理的な説明と検討・
分析を通じて明らかにした事柄（結論）を提示できていること。
　評価方法は、講義内容に関わる専門的知識を的確に把握で
きていること（講義内容と意見が異なる点はまったく問題で
ない）、関連する論点の提示や説明とそれに対する検討のプロ
セスが読み取れ、分析を通じて導いた結論または自分の見解
が提示されていること。

●テキスト又は参考文献
　使用しない。必要に応じて、参考文献を指示し、資料を配
布する。

●受講上の留意点
・研究課題を見つけるための問題意識をもつとともに、講義
を通じて研究上の着眼点や基礎的研究方法を修得すること。
・講義で取り上げる産業や内容は、講義に参加する学生の希
望に応じて適宜変更する。
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●講義の概要
　理論、歴史、経営、地域、国際比較、国際分業などの多様
な観点から中小企業や中小企業政策がいかなる状態にあるの
かを検討する。また、1980年代の円高以降、アジア各国の外
資導入自由化政策により日本の中小企業・同政策の発展がア
ジア各国・各地域の経済発展にいかなる影響を与えているの
かも考察する。なお、具体的には、履修者と相談のうえ講義
を進めていきたい。

●講義の到達目標
　日本の中小企業ならびに中小企業政策について基礎的な知
識を得ることができるようにする。履修者の関心とも関連づ
けて、中小企業や中小企業政策が国民経済の発展に及ぼす影
響について調査研究できるよう総合的な分析力の獲得を目指
す。

●講義計画
第 1 回：問題意識
第 2 回：旧中小企業基本法と中小企業像
第 3 回：新中小企業基本法と中小企業認識の変化
第 4 回：世界経済の構造変化と中小企業
第 5 回：大都市圏工業集積の変貌
第 6 回：東アジアのグローバル化と日本の中小企業
第 7 回：地場産業の新たなネットワーク形成
第 8 回：戦後復興期の中小企業政策
第 9 回：高度成長期の中小企業政策
第10回：低成長下の中小企業政策
第11回：競争政策型中小企業政策への移行
第12回：中国の中小企業・中小企業政策
第13回：タイの中小企業・中小企業政策
第14回：ベトナムの中小企業・中小企業政策
第15回：最近の創業・新規事業支援策

●成績評価基準と方法
　学生が日本における中小企業問題の歴史と現状把握を踏ま
えたうえで、東南アジア諸国での小中企業問題を検討できる
ようにする。
　授業での報告と討議への参加、そして毎回求める小レポー
トの提出（50％）、学年末でのレポート（50％）による総合的
な評価とする。

●テキスト又は参考文献
─参考文献─
・高田亮爾・上野　紘・村社　隆・前田啓一編著『現代中小
企業論　増補版』同友館　2011年
・前田啓一『岐路に立つ地域中小企業』ナカニシヤ出版　
2005年　など。

●受講上の留意点
　授業中での討議に積極的に参加すること。
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